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１－１．はじめに － ［関連項目 インストール方法 アプリケーションの実行方法］ 

ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫ  は、ＷＡＶＥ ＨＵＮＴＥＲ２４シリーズ（ＷＨ－６００シリーズ、”本体”とも表記します）によって作成され

た処理結果Ｒファイル（WH***R.H10、***は３桁の機械番号）と、マスターファイル（WH***M.H10）から、作表とグラフの描画を

行います。このパッケージに処理機能はありません 

 

ビルトインＭｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒの処理項目 

測定データの処理は、本体にビルトインされたＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒで実行されています。下表の項目が本体で処理され、Ｓ

Ｄカードに収録されています。 

 

波高処理項目 
最高波高・周期、１／１０最大波高・周期、有義波高・周期、平均波高・周期、波数、水深、ηｒｍｓ、歪み

度（Ｓｋｅｗｎｅｓｓ）、尖鋭度（Ｋｕｒｔｏｓｉｓ）、水位、長周期最高波高・周期、長周期有義波高・周期 

波向処理項目 共分散法による平均波向、主波向、平均分散角、方向集中係数、波峯長パラメーター 

流速処理項目 平均流速、平均流向 

 

表示機能 

Ｗｉｎｄｏｗｓの機能（色、フォントの選択、マルチウィンドウなど）を、フルに生かした表と、グラフの表示ができます。上表の項

目の中から、自由に選んで表示できます。 

印刷機能 

Ｗｉｎｄｏｗｓの印刷機能（色、フォント、用紙、縦横印刷の選択など）を、そのまま利用して、表とグラフの印刷ができます。グ

ラフや表は、マウスでコピーして、ＷｏｒｄやＥｘｃｅｌのドキュメントに、貼り付けることができます。 
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１－２．各部名称 － ［関連項目 生データグラフ 生データ表 処理結果グラフ 処理結果表 パワースペクトル］ 

 
タイトルバー メニュー 

ツールバー 

スクロールバー ステータスバー 状態表示 
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２－１．インストール － ［関連項目 アプリケーションの実行方法］ 

配布のＣＤの中の”Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ“を右クリックして［管理者として実行］を指定し、実行して下さい。セットアッププログラムの指

示に、応答してインストールして下さい。インストール中に、下図の［ディレクトリの変更］ボタンをクリックして、インストール先

のディレクトリ（フォルダ）を下記のように変更してください。 

 

変更前： Ｃ：￥Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｉｌｅｓ￥ＭＫ４８￥    変更後： Ｃ：￥ＭＫ４８￥ 

 

 

注１．“システムにある一部のシステムファイルが最新のものでないので、セットアップを続行できません。．．．．．．”の問い合

わせがありましたら、［OK］をクリックして下さい。“Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動しますか？．．．．．．．．．”の問い合わせに、 ［はい］

をクリックします。 Ｗｉｎｄｏｗｓが再起動されましたら、セットアップを再度、行います。 

注２．“コピーしようとしているファイルのバージョンは、システムに存在するファイルより古いか、または同じです。．．．．．．．”

の問い合わせには、［はい］をクリックしてください。 

 

外字の登録 

１．パソコンの画面の左下隅の［スタート］を右クリックして、［Windows ＰｏｗｅｒＳｈｅｌｌ（管理者）］を実行します。下図のように、

配布ＣＤ（例では、ｐドライブ）の”ｅｕｄｃ２０００”フォルダのファイル（ｅｕｄｃ．ｔｔｅと、ｅｕｄｃ．ｅｕｆ）を、パソコンのｃ：￥ｗｉｎｄｏｗｓ

￥ｆｏｎｔｓにコピーします。 

例： ｃｏｐｙ ｐ：￥ｅｕｄｃ２０００￥ｅｕｄｃ．＊ ｃ：￥ｗｉｎｄｏｗｓ￥ｆｏｎｔｓ
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２．同様に左下隅の［スタート］を右クリックして、［ファイル名を指定して実行］で、”ｅｕｄｃｅｄｉｔ”とキーインして、実行します。登

録した外字が、下図のように、表示されれば完了です。［OK］をクリックして”ｃ㎡”の文字を確認して下さい。“外字エディタ”

を終了して、インストールを終了します。 

 

 

システム日時の表現 

ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫ は、下の日時の表現しか扱えません。Ｗｉｎｄｏｗｓの設定が、異なる場合は変更して下さい。［スター

ト］を右クリックして［ファイル名を指定して実行］で、“control”とキーインして、“コントロールパネル”を実行します。“コントロ

ールパネル”－アイコン［地域］－タブ［形式］－［日付（短い形式）］と、［時刻（長い形式）］を下のように合せて下さい。 

［日付（短い形式）］ ｙｙ／ＭＭ／ｄｄ 

［時刻（長い形式）］ Ｈ：ｍｍ：ｓｓ 

 

動作確認ＯＳ 

Ｗｉｎｄｏｗｓ８、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０、Ｗｉｎｄｏｗｓ１１ 

 

インストールフォルダ 

ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫ は、“Ｃ：￥ＭＫ４８￥”のフォルダにインストールします。 
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２－２．アプリケーションの実行方法 － ［関連項目 初期化ファイル］ 

ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫは、下記の手順で、ディスクトップにショートカットを作成してから、実行します。 

１． ファイル“Ｃ：￥ＭＫ４８￥ＭＫ４８．ＥＸＥ”を、Ｗｉｎｄｏｗｓの“ディスクトップ”に、ドラッグアンドドロップし、ショートカットを作成

します。 

２．“ディスクトップ”にできた、アイコン をダブルクリックしてＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫを実行します。 

“ディスクトップ”のアイコン“ＭＫ４８．．ＥＸＥへのショートカ

ット”の 右クリックで、［プロパティ］を選択してクリックし

ます。タブ［ショートカット］－［リンク先］にコマンドライン

オプションを指定できます。下記の”コマンドラインオプ

ションの説明”を参考にして ください。右図の例（００２

０＝１６進数） では、保護状態でＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫ

を実行します。 何もコマンドラインオプションを指定し

ない時は、以前の状態で実行されます。 

例： Ｃ：￥ＭＫ４８￥ＭＫ４８．．ＥＸＥ ００２０ 

 

２－３．コマンドラインオプションの説明 

実行時のコマンドラインオプションを下記の形式で指定で

きます。 

Ｐａｔｈ\ＭＫ４８．．ＥＸＥ Ｆｌａｇ 

Ｐath\ 

ＭＫ４８．．ＥＸＥがあるフォルダのパス名を指定します。

例：Ｃ：￥ＭＫ４８￥ 

ＭＫ４８．．ＥＸＥ 

このアプリケーションの実行ファイル名です。 

Ｆｌａｇ 

１バイトの値を１６進数で指定します。ビット単位で

下記の設定ができます。 

Ｂｉｔ０ 

Ｂｉｔ１ 

Ｂｉｔ２ 

Ｂｉｔ３ 

Ｂｉｔ４ 

Ｂｉｔ５  初期化ファイルの書き込み禁止。保護状態で実行します。 

Ｂｉｔ６ 

Ｂｉｔ７ 

Ｂｉｔ８ 

Ｂｉｔ９ 

Ｂｉｔ１０ 

Ｂｉｔ１１ 

Ｂｉｔ１２ 

Ｂｉｔ１３ 

Ｂｉｔ１４ 

Ｂｉｔ１５ メンテナンスモードで起動します。 
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３－１．本体の測定起動方法 － ［関連項目 収録データを素早く確認 収録データのコピーと確認 水圧起動］ 

パワーオンで、本体の測定を起動します。測定条件は、ＳＤカードの測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を、Ｗｉｎｄｏｗｓの”

メモ帳”で編集し、ＳＤカードの測定条件設定ファイルを上書きすることで設定します。 

１．本体をパワーオフしてから、ＳＤカードを取り外します。パソコンのＳＤカードアダプターにＳＤカードを装着します。 

２．SD カードのドライブ（下例ではＪドライブ）を、”Windows エクスプローラ”で見ると、下図の４個のファイルを表示します。（下

例では装置の機械番号下３桁：００２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で開き、測定条件を編集します。標準の測定条件設定フ

ァイルの内容は、下記のようになっています。 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); y 
11:Measurement time; 20(min.) 
12:Measurement interval; 20(min.) 
13:Sampling interval; 0.50(sec.) 
15:Power-on date/time; 22/1/1, 0:0 
16:Measurement start time; 0:0 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 0.50(m) 
22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 
26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 
 

４．上記の日時の指定は、パワーオン日時を覚えておけば、観測終了後に、このソフトで更新できます。上記の設定では、パ

ワーオン後、すぐに予備測定を開始します。測定条件を変更しない場合は、編集、上書きする必要はありません。  

５．測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を編集した場合は、上書きしてください。ＳＤカードを、パソコンのＳＤカードアダプタ

ーから取り外し、本体に装着します。 

６．本体を、パワーオンして測定起動します。動作確認ランプが１０秒間点灯して、消灯します。パワーオン時刻を書き留めま

す。 

７．上記の設定の場合は、パワーオン後、予備測定を開始し、動作確認ランプ消灯後、１秒間隔で点滅します。１分後に測定

状態になり、動作確認ランプは、サンプル間隔で点滅します。下図のタイムチャートを参照してください 
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注１：パワーオン後、ＳＤカードの処理結果テキストファイル（ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）の過去データは消去され、処理結果Ｒファイル（ｗ

ｈ００２ｒ．ｈ１０）、マスターファイル（ｗｈ００２ｍ．ｈ１０）は新しいデータで上書きされます。パワーオンの前に、過去のデータ

ファイルをバックアップしてください。 

注２：パワーオン後、正常に測定起動できない場合は、動作確認ランプを０．３秒間隔で点滅して、異常（SD カードが装着され

ていないなど）を知らせます。 

 

設定値の説明 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); ｙ 02:WAVE HUNTER の測定を開始します(y/n); ｙ 

［ｙ］では、パワーオンですぐに測定を起動します。［ｎ］では、本体は、保管状態になります。 

11:Measurement time; 20(min.)   11:測定時間; 20(min.) 

測定時間（１～６０分）を指定します。 

12:Measurement interval; 20(min.)   12:測定間隔; 20(min.) 

測定間隔（１～２４０分）を指定します。 

13:Sampling inteval; 0.5(sec.)   13:サンプリング間隔; 0.5(sec.) 

サンプル間隔（１．０，０．５，０．２，０．１ｓｅｃ）を指定します。 

15:Power-on date/time; 2022/1/1, 0:0:0  15:日付/時刻を設定します; 2022/1/1 0:0:0 

パワーオン日時を設定します。（本体の時計はパワーオン で、この日時に設定されます） 

16:Measurement start time; ０:０   16:測定開始時間； ０:０ 

測定開始時刻を指定します。上記のパワーオン日時（2022/1/1 0:0）で、この値を０：９に設定した場合は、パワーオンの９分

後に、予備測定状態になります。測定データの日時は、観測終了後に、ＳＤカードのファイルをコピーして、ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒ

Ｋ４．８で、後から測定日時を割り付けることができます。 

21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 0.50(m) 21:海底からの水圧計の高さ; 0.50(m) 

水圧変動を水位変動に換算する式に必要です。水圧計は、本体内に取り付けられています。水圧計の海底からの高さ（ｘｘ．ｘ

ｍ）を、できるだけ正確に指定します。 

22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.)  22:主波方向の範囲; 0～359(deg.) 

沿岸での波向観測では、陸からの波はないと考え、装置を設置した、海岸線の海側の方位の範囲を指定し、主波向の計算に、

正しい指標を与えます。常に、磁北から、時計回りの角度で指定してください。また、磁北をまたぐ時も、３３０～４０のように、

時計回りで、指定してください。 

26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 26:真北と磁北の間の角度偏差; 0(deg.) 

真北と磁北の偏角を逆時計回りで指定します。東京では７°。ゼロを指定した時の処理結果は、磁北からの向きになります。 

 

測定条件書換え例 

例１．サンプル間隔０．２sec、測定時間１０分、測定間隔１０分、水圧計の海底からの高さ１．０ｍ、パワーオン後、１分で予備

測定を開始する。 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); y 
11:Measurement time; 10(min.) 
12:Measurement interval; 10(min.) 
13:Sampling interval; 0.20(sec.) 
15:Power-on date/time; 22/1/1, 0:0 
16:Measurement start time; 0:1 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 1.00(m) 
22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 
26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 

例２．サンプル間隔０．５sec、測定時間１０分、測定間隔１０分、水圧計の海底からの高さ３．５ｍで測定起動する。2024/2/1 

10:55 にパワーオンし、10:59 から、１測定目の予備測定を開始する。 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); y 
11:Measurement time; 10(min.) 
12:Measurement interval; 10(min.) 
13:Sampling interval; 0.50(sec.) 
15:Power-on date/time; 24/2/1, 10:55 
16:Measurement start time; 10:59 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 3.50(m) 
22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 
26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 
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３－２．水圧起動による測定起動方法 

本体（ＷＨ－６００シリーズ）の SD カードのファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）の０２項を、下記のように［n］に編集して、パワーオンする

と、本体は保管状態になります。本体とパソコンをケーブル接続し、オンラインで制御できます。また、本体は、水圧起動モー

ドになり、オンラインで起動できない場合でも、本体の水圧センサーを利用して、測定起動することができます。本体をパワー

オンし、耐圧タンクを密閉後、しばらく時間をおいてから、測定起動したい場合などに利用できます。 

======== ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔの内容 ============== 
02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); n 
11:Measurement time; 20(min.) 
12:Measurement interval; 20(min.) 
13:Sampling interval; 0.50(sec.) 
15:Power-on date/time; 22/1/1, 0:0 
16:Measurement start time; 0:0 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 0.50(m) 
22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 
26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 
======================================== 

 

水圧起動手順 

１．水圧センサーは、超音波センサーと同じ、本体上部の黒ゴムラバーのオイルタンクの中にあります。黒ゴムラバーを、掌で

押すと、水圧センサーに圧力がかかります。 

２．黒ゴムラバーを、少し強く押し続けると、動作確認ランプが点灯し、水圧起動オンを示します。 

３．そのまま３秒以上押し続けると、動作確認ランプが、１秒間隔で点滅し、本体は測定起動されます。 

４．本体の時計は、２０２２／１／１ ００：００にリセットされますので、測定起動した時刻を、書き留めてください。 

 

注１：測定起動される前に、黒ゴムラバーから手を離すと、動作確認ランプは消灯して、本体は、元の保管状態に戻ります。 

注２：水圧起動された場合、そのまま、大気中に放置すると、２４時間後に自動的に、保管状態に戻ります。観測終了後も同

様に、海中から引き上げ、大気中に放置すると、２４時間後に、測定停止して保管状態になります。 

注３：パワーオン測定起動と同様に、本体は、リセットされ、測定番号１から開始されます。 

 

３－３．収録データを素早く確認 

観測終了後に、ＳＤカードのデータを、素早く確認するには、下記の手順で行います。 

１．本体をパワーオフしてから、本体のＳＤカードを抜き取ります。ＳＤカードをパソコンのＳＤカードアダプターに装着します。 

２．”Windows エクスプローラ”で、接続したＳＤカードのドライブ（下図ではＪドライブ）を指定して、内容を表示させます。 

 

３．前図のように、処理結果テキストファイル（例：ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）を選択して、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で開きます。収録された処

理結果の全てを確認できます。 

４．確認が終わったら、”メモ帳”を閉じます。  
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３－４．収録データのコピーと確認 

観測終了後に、ＳＤカードの測定データを、パソコンで確認するには、下記の手順で行います。測定した生データはマスターフ

ァイルに、本体でデータ処理された結果は、処理結果Ｒファイルと処理結果テキストファイルに収録されています。 

準備 

ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｅｒK を実行します。ファイルが開いていれば、メニュー［ファイル－閉じる］で終了し、メニュー［ファイル－初期

化］で、適切な初期化番号（ＷＨ－６００シリーズ場合は００番）を選び、、ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｅｒK を初期化します。 

カレントフォルダに、同じ機械番号のファイルがある場合は、ファイルを、別のフォルダに移動します。機械番号が００２の場合

は、下記のような”ｗｈ００２”に関する全てのファイルを、削除、又は移動します。 

ｗｈ００２ｍ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｌ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｒ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｉ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ 

 

測定データの確認 

１．本体をパワーオフしてから、本体のＳＤカードを抜き取ります。ＳＤカードをパソコンのＳＤカードアダプターに装着します。 

２．”Windows エクスプローラ”で、接続したＳＤカードのドライブ（下図ではＪドライブ）を指定して、ドライブの内容を表示させま

す。 

 

 

３．上図のように、マスターファイル（例：ｗｈ０００２ｍ．ｈ１０）、処理結果Ｒファイル（例：ｗｈ００２ｒ．ｈ１０）、処理結果テキストフ

ァイル（例：ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）を選択して、ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｅｒK のインストールされているカレントフォルダにコピーします。 

４．ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｅｒK を実行して、メニュー［ファイル－開く］ で、処理結果 R ファイルを（例：ｗｈ００２ｒ．ｈ１０）を、開きま

す。 をクリックして［処理結果表］ のウインドウを表示します。処理結果ファイル（ｗｈｘｘｘｌ．ｈ１０）が作成されますの

でタイトルバーで確認します。 

５．ステータスバーの、最終収録測定番号を参考にして、処理する測定回数分を、ツールバーのリストボックス に

設定します。 のクリックで、連続処理を開始して、処理結果表を完成させます。メニュー［処理－中止］ のクリックで中

止できます。 

６．メニュー［表示－処理結果のグラフ］ で、処理結果グラフを表示できます。表やグラフのフォーマットは、メニュー［処理

－条件の設定］ －タブ［表］、［グラフ］で編集できます。測定番号を進めて表示するには 、戻るには をクリックしま

す。 

注１．マスターファイルを処理して、取得データを確認する場合は、５－１．処理の設定と実行を参照してください。 

注２．ＳＤカードをフォーマットする場合は、パソコンのＷｉｎｄｏｗｓで、フォーマットを実行してください。フォーマット後、本体に装

着して、本体をパワーオンします。動作確認ランプが点灯して既定のファイルを作成します。その後、測定起動された場合

は、パワーオフしてください。 
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４－１．生データグラフ － ［関連項目 生データ表 生データグラフの編集］ 

１．マスターファイル（ＷＨxxxＭ．Ｈ１０）を、メニュー［ファイル－開く］ で開きます。 

２．アプリケーションの終了状態によって、グラフを表示しない場合があります。メニュー［表示－生データのグラフ］ をクリ

ックしてデータを表示させます。グラフのフォーマットは、メニュー［処理－条件の設定］ －タブ［グラフ］で編集できます。 

３．測定番号を進めて表示するには 、戻るには をクリックします。連続して表示するには、 に表示する測定

回数をセットして 、または をクリックします。連続表示を中止するときは、 をクリックします。 

注１．大きく測定番号を移動するときは、メインウィンドウ下の［スクロールバー］を使用します。 

注２． グラフの拡大や縮小は、右クリックメニューやファンクションキー［縮小－Ｆ３］、［拡大－Ｆ４］を使うと便利です。 

注３．データの値が、一定だと、グラフは直線になり、何も描いていないように見えますので、注意して下さい。 

注４．１測定分の中での表示の移動は、垂直スクロールバーでできます。 

 

 

 

  

プロット点を、クリックすると、
移動します。生データ表のリ
ストマークと連動しています。 

タブ［印刷］の［見出しの文章］の文字列と、機械
番号、測定番号、測定日時を表示します。初期
化ファイルで、非表示にもできます。 
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４－２．生データグラフの編集 

１．メニュー［処理－条件の設定］ －タブ［グラフ－生データグラフの設定］で、編集します。 

２．表示や印刷したい生データを、［１］～［８］の をオンにして、選びます。 

３．グラフが見やすいように、各チャンネルの［Ｙ軸スケール］を決めます。データの値が、明確でない時は、［自動］をオンにし

て下さい。スケールを同じにして、波形を比較したい時は、［連動］もオンにして下さい。 

４．［Ｘ軸スケール：測定時間（分）］を決めます。［更新］をクリックして、再表示して下さい。 

注１．［長周期］のオンで、長周期フィルター後の生波形を表示します。 

注２．［１］～［５］の番号のクリックで、各チャンネルの線色を指定できます。メニュー［編集－背景色］、［編集－フォント］も利

用できます。 

 

 

表示したい項目をオンにしま
す。指定できないチャンネル
は、淡色で表示されます。 

グラフの線の色を指定します。
１～４クリックしてダイヤログボ
ックスを表示し、希望の色を選
んで下さい。［更新］でグラフを
再描画します。 

グラフを重ねて表示します。流
速波形の位相や、水圧と超音
波式の波形などを比較できま
す。生データグラフを表示して
おき、処理をすると、表面波に
なった水圧波形を表示します。 

グラフのＹ軸のスケールを指定
します。ダウンリストの中から選
ぶか、値をキーインして下さ
い。［連動］がオンの状態では、
１ヵ所の値を変更すると、他の
チャンネルも、その指定値にな
ります。［自動］がオンの状態で
は、この値を指定しても、無視
されます。 

グラフのスケールを、各チャン
ネル共、同じにします。波形の
大小を比較しやすいようにしま
す。 

グラフの描画時、Ｙ軸スケール
を、測定値から計算して、自動
的に決めます。［自動］オンの
時は、［Ｙ軸スケール］を設定し
ても、無視されます。 

長周期フィルター後の波形を、
描きます。 

グラフの左端から、右端までの
スケール（分）を指定します。ダ
ウンリストの中から選ぶか、値
（１～６０分）をキーインして下さ
い。 
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４－３．生データ表 － ［関連項目 生データグラフ］ 

１．マスターファイル（ＷＨxxxＭ．Ｈ１０ xxx：機械番号下３桁）を、メニュ

ー［ファイル－開く］ で開きます。 

２．メニュー［表示－生データ表］ のクリックで、右図の生データ表を表

示できます。 

３．測定番号を進めて表示するには 、戻るには をクリックします。

連続して表示するには、 に表示する測定回数をセットして 、

または をクリックします。連続表示を中止するときは、 をクリック

します。 

注１．大きく測定番号を移動するときは、メインウィンドウ下の［スクロール

バー］を使用します。 

注２．フォント、背景色は、メニュー［編集－フォント］と［編集－背景色］で変

更ができます。 

 

 

 

 

４－４．生データの修正 

生データの修正は、データファイルを、直接、書替えます。元にもどすことはできません。必ず、事前に、オリジナルファイルの

コピーを作ってから、修正作業をして下さい。または、最初に［上書き保存］する替わりに、メニュー［ファイル－名前を付けて

保存］で保存すれば、別のファイル名で、修正作業ができます。 

エラー値で埋める 

１．水圧、ＥＮ流速の３チャンネルの場合、生データ表の１サンプルデータ目を、下のように、エラー値（－３２７６８）にします。こ

の１行をコピーして、すぐ下の行から、９回、貼り付けて、１０行のエラー行を作ります。次に１０行をコピーして、その下に１１

回貼り付けます。同様に１２０行をコピーして、次の行から、測定時間(分)－１回、貼り付けます。これで測定値がすべてエラ

ー値で埋められます。 

－３２７６８，－３２７６８，－３２７６８ 

２．メニュー［ファイル－上書き保存］します。余分なデータは切り捨てられ、エラー値で埋められた、１測定分のデータを再表

示します。メニュー［編集－すべてを選択］を使って、ヘッダーを含め、すべてをコピーします。Ｗｉｎｄｏｗｓのアプリケーション、

“メモ帳”を実行して、貼り付けます。“メモ帳”でヘッダーの３行を削除して、適当な名前を付けて保存します。その後は、フ

ァイルから、１測定分のエラーデータをコピーして使用できます。“メモ帳”の［すべてを選択］も利用します。 

３．必要なだけ、１測定分づつ、エラー値を貼り付けては、メニュー［ファイル－上書き保存］します。 

 

スパイクノイズを削除する 

１．生データグラフの、異常値のプロット点を、クリックします。グラフマーク が移動すると共に、生データ表のリストマーク

が、その値を指します。生データ表の異常値にカーソルを移動して、値を修正します。何ヵ所か修正点があれば、同様に値

をキーインして修正します。値は同じフォーマットにして下さい。古い値は消して、表のフォーマット全体が、元どおり、ずれて

いないよう、整えます。 

２．メニュー［ファイル－上書き保存］でファイルを修正します。生データグラフは、修正値で再表示されます。右クリックメニュ

ー［上書き保存］でも同じです。生データグラフは、 、 で再読み込みして、表示を更新してください 

 

他のデータをコピーして貼り付ける 

１．コピー元のデータを表示し、メニュー［編集－すべてを選択］を使って、生データ表をコピーします。コピー先のデータを、表

示します。先頭に、カーソルをあわせて、貼り付けます。 

２．メニュー［ファイル－上書き保存］で、ファイルを書替えます。 

 

グラフマークの値を示しています。グラ
フのプロット点上を、クリックすると、連
動して移動します。 

表をスクロールします。ただ表をスクロールさせるだ
けです。リストマークやカーソールは移動しません。 

file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/RawGraph.htm
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処理後の生データファイルについて 

生データ表のウィンドウを表示していると、 で処理をした後の生データの数値表を表示します。この数値表を利用したい場

合は、カレントフォルダのファイル（ＷＨ２２Ｇ．ＴＸＴ）を参照してください。メニュー［条件の設定］－タブ［グラフ－生データグラ

フの設定］で、［長周期］がチェックされていると、長周期フィルター通過後の数値が得られます 

 

４－５．成分流速２次元グラフ 

生データのチャンネル２をＸ（Ｅ）座標、チャンネル３をＹ（Ｎ）座標とし

て、右図のように表示します。スケールは、生データグラフのスケー

ルに準じます。プロット数は、生データグラフと同じデータ数です。流

れの軌跡をイメージとしてつかめます。 

１． マスターファイル（ＷＨxxxＭ．Ｈ１０ xxx：機械番号下３桁）を、メ

ニュー［ファイル－開く］ で開きます。 

２． メニュー［表示－成分流速２次元グラフ］ をクリックしてデータ

を表示させてください。 

３． 測定番号を進めて表示するには 、戻るには をクリックし

ます。連続して表示するには、 に表示する測定回数

をセットして 、または をクリックします。連続表示を中止

するときは、 をクリックします。 

注１． 大きく測定番号を移動するときは、メインウィンドウ下の［スクロールバー］を使用します。 

 

 

 

４－６．処理結果グラフ － ［関連項目 処理結果表 処理結果グラフの編集］ 

 

１．メインウィンドウのタイトルバーで、処理結果Ｒファ

イル名を確認します。ファイル名が表示されていな

い時は、処理結果Ｒファイル（ＷＨxxxＲ．Ｈ１０）を開

いて、 処理結果ファイル（ＷＨxxxＬ．Ｈ１０）を作りま

す。以前に開いていた場合は、自動的に表示されま

す。 

２．メニュー［表示－処理結果のグラフ］ で、処理結

果グラフを表示できます。グラフのフォーマットは、メ

ニュー［処理－条件の設定］ －タブ［グラフ］で編

集できます。 

３．測定番号を進めて表示するには 、戻るには

をクリックします。 

注１．大きく測定番号を移動するときは、メインウィンドウ下の［スクロールバー］を使用します。 

注２． グラフの拡大や縮小は、右クリックメニューやファンクションキー［縮小－Ｆ３］、［拡大－Ｆ４］を使うと便利です。  

プロット点を、クリックすると、移動しま
す。処理結果表のリストマークと連動し
ています。 
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４－７．処理結果グラフの編集 

１．メニュー［処理－条件の設定］ －タブ［グラフ－処理結果グラフの設定］で、編集します。 

２．表示や印刷したい処理結果項目を、［１］～［８］、［Ｄ１］、［Ｄ２］のダウンリスト の中で、選びます。６５

番目のスペースを選ぶと、そのチャンネルは、描きません。［１］チャンネルは、スペース にできません。 

３．各チャンネルのＹ軸スケールを決めます。グラフが見やすくなるように、［下限値］と［上限値］を決めます。結果の値が、明

確でない時は、［自動］をオンにして下さい。 

４．［Ｘ軸スケール（日）］と［Ｘ目盛数］を決めます。［マーク］と［数値］のオン／オフを決めます。 

５．［更新］をクリックして、再表示して下さい。 

注１．［１］～［８］、［Ｄ１］、［Ｄ２］］のクリックで、各チャンネルの線色を指定できます。メニュー［編集－背景色］、［編集－フォン

ト］も利用できます。 

注２．グラフの線の太さ、マークの大きさ、スケールフォーマットなどは、初期化ファイルで変更できます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフのＹ軸スケールの上／下
限値を指定します。ダウンリス
トの中から、クリックして選びま
す。値のキーインもできます。Ｙ
軸目盛の本数は５本です。上
／下限値に同じ値を設定しな
いで下さい。 

グラフの線の色を指定します。
１～４、Ｄをクリックしてダイヤロ
グボックスを表示し、希望の色
を選んで下さい。［更新］でグラ
フを再描画します。 

グラフに表示する各チャンネル
の処理結果項目を、ダウンリス
トの中から選択します。 

処理結果が方向を示すデータ
（平均波向、主波向、流向、風
向）を選びます。１６方位表現
の項目は、選べません。度数
表示の項目を選んでください。 

グラフに描く、Ｘ軸目盛の本数
を指定します。ダウンリストの
中から選ぶか、値をキーインし
ます。［Ｘ軸スケール］の値を変
更すると、［Ｘ目盛数］も適当と
思われる値に、変更されます。 

Ｙ軸スケールを、測定値から計
算して、自動的に決めます。オ
ンの時は、［下限値］、［上限
値］を設定しても、無視されま
す。 
プロット点の、回りを囲む、［

 

プロット点のすぐ側に、その点
の値を表示します。 

グラフの左端から、右端までの
測定日数を決めます。ダウンリ
ストの中から選ぶか、値をキー
インします。ダウンリストの小数
点の付いた値は、スケールを
時間で、指定する時に使用しま
す。［Ｘ軸スケール］の値を変更
すると、［Ｘ目盛数］も適当と思
われる値に、変更されます。 

file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/ResultItem.htm
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４－８．処理結果表 － ［関連項目 処理結果グラフ 処理結果表の編集］ 

１．メインウィンドウのタイトルバーで、処理結果Ｒファイ

ル名を確認します。ファイル名が表示されていない

時は、処理結果Ｒファイル（ＷＨxxxＲ．Ｈ１０）を開い

て、 処理結果ファイル（ＷＨxxxＬ．Ｈ１０）を作ります。

以前に開いていた場合は、自動的に表示されます。 

２．メニュー［表示－処理結果表］ で、処理結果表

を表示できます。表のフォーマットは、メニュー［処理

－条件の設定］ －タブ［表］で編集できます。 

３．測定番号を進めて表示するには 、戻るには

をクリックします。 

注１．大きく測定番号を移動するときは、メインウィンド

ウ下の［スクロールバー］を使用します。 

注２．フォント、背景色は、メニュー［編集－フォント］と［編集－背景色］で変更ができます。 

 

 

 

４－９．処理結果表の編集 

１．メニュー［処理－条件の設定］ －タブ［表］で、編集します。 

２．右図の左のリストで追加位置（選択項目の上に追加され

ます。）を、クリックして決めます。表示したい処理結果項目

を、右のリストの中で選びます。［追加］をクリックして項目

を追加します。 

３．左のリストの一番上が印刷用紙や、画面の、左端の項目

です。［空白］は２つ分のスペースを確保します。表を見や

すくするために、所々にスペースを入れて下さい。［ＡＡ］時

を基準に［ＢＢ］時間毎に空白行を挿入も利用して、空白行

も適当に加えて下さい。 

４．［削除］、［置換］、［クリア］のボタンも利用すると便利で

す。 

５．［更新］、または［ＯＫ］をクリックして、再表示して下さい。 

 

 

 

 

グラフマークの処理結果値を示してい
ます。グラフと連動しています。 

表をスクロールします。リストマーク
やカーソールは移動しません。 

右のリストの中から、表示や印刷したい処理結
果項目を、選びます。 

ここをオフにして、［更新］すると、水圧データか
ら計算した、処理結果（有義波高、水位など）を
表示します。 

表を見やすくするために、指定する間隔で、
表に空白行を入れます。基準時刻の指定
で、空白行の時刻を合せます。 

処理結果項目 

file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/ResultItem.htm
file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/ResultItem.htm
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４－１０．処理結果の修正 

下記の要領で処理結果を修正できます。 

不要な結果をエラー値で埋める 

１．処理結果表を表示し、修正したい行に、カーソルを移動します（左クリックする）。メニュー［ファイル－行のエラー値上書き

保存］で修正します。表示の値は、“―――”になり、処理結果グラフから、その点が消えます。右クリックメニュー［行のエラ

ー値上書き保存］でも同じです。ファンクションキーＦ２を利用すると便利です。 

２．エラー値で上書きした行を、元にもどしたい場合は、その行にカーソルを移動して、右クリックメニュー［再処理］でもどりま

す。 

処理結果グラフの異常値を修正する 

１．処理結果グラフの、異常値のプロット点を、クリックします。グラフマーク が移動すると共に、処理結果表のリストマーク

が、その処理結果を指します。処理結果表の異常値にカーソルを移動して、値を修正します。何ヵ所か修正点があれば、

同様に値をキーインして修正します。値は同じフォーマットにして下さい。古い値を消して、表のフォーマット全体が、元どうり、

ずれていないよう、整えます。メニュー［ファイル－上書き保存］で修正します。処理結果グラフは、修正値で再表示されます。

右クリックメニュー［上書き保存］でも同じです。 

２．修正値を、元にもどしたい場合は、その行にカーソルを移動して、右クリックメニュー［再処理］でもどります。 

処理結果表のファイルについて 

処理結果表を利用したい場合は、カレントフォルダのファイル（ＷＨ２３Ｇ．ＴＸＴ）を参照してください。 

 

４－１１．パワースペクトル 

１．マスターファイル（ＷＨxxxＭ．Ｈ１０）を、メニュー［ファイル－開く］ で開きます。 以前、開いていた場合は、自動的に表

示されます。 

２．メニュー［表示－パワースペクトル］ で、パワースペクトルを表示できます。メニュー［処理－条件の設定］ －タブ

［処理条件］の［スペクトルのデータ数］、［スペクトルフィルターの回数］を適当に選んで、グラフを見やすくしてください。 

３．測定番号を進めて表示するには 、戻るには をクリックします。連続して表示するには、 に表示する測定

回数をセットして 、または をクリックします。連続表示を中止するときは、 をクリックします。 

 

 

file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/ProcessSet.htm
file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/ProcessSet.htm
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注１．大きく測定番号を移動するときは、メインウィンドウ下の［スクロールバー］を使用します。 

注２．前ページの図は、水圧のパワースペクトルです。水圧はメニュー［処理－表示の実行］ で表示した時は、水圧のまま

のスペクトルです。メニュー［処理－処理の実行］ で処理をして表示した場合は、理論補正された水位のスペクトルとし

て表示します。 

 

スペクトル表示ファイル 

パワースペクトルのグラフ表示に使用した数値データを利用したい場合は、カレントフォルダのファイル（ＷＨ２４Ｇ．ＴＸＴ）を

参照してください。 ファイルの内容は、下のようになります。 

 

1                   チャンネル 

1.95503E-03,4.20440E-02        周波数，スペクトル密度 

3.91007E-03,4.65924E-02 

5.86510E-03,5.98910E-02 

7.82014E-03,8.08260E-02 

9.77517E-03,1.07323E-01 

1.17302E-02,1.36145E-01 

1.36852E-02,1.62908E-01 

1.56403E-02,1.82635E-01 

1.75953E-02,1.91016E-01 

   ・      ・ 

   ・      ・ 

   ・      ・ 

   ・      ・ 
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４－１２．処理結果項目 

機種や、処理条件によって、処理結果項目（６４項目）は異なります。メニュー［処理－条件の設定］ －タブ［表］で確認して

ください。下表は初期化ファイル（番号：００＝波浪（ＷＨ－６０８、ＷＨ－５０３、ＨＪ－５０３など）、ファイル名：ＭＫ４８ｉ－００．ｏｒ

ｇ）よって初期化された時の処理結果項目（０～６４項目）表です。 

 

００：測定時間／間隔 ０１：年 ０２：月／日 ０３：時：分 

０４：フィルタ波高１（ｍ） ０５：フィルタ波高２（ｍ） ０６：測定番号 ０７：Ｓ有義波高ｐ（ｍ） 

０８：最高波高（水圧、ｍ） ０９：最高波周期(sec.) １０：１／１０最大波高（ｍ） １１：１／１０最大波周期(sec.) 

１２：有義波高（水圧、ｍ） １３：有義波周期(sec.) １４：平均波高（水圧、ｍ） １５：平均波周期(sec.) 

１６：標準偏差（ηｒｍｓ） １７：歪み度（Ｓｋｅｗｎｅｓｓ） １８：尖鋭度（Ｋｕｒｔｏｓｉｓ） １９：波数 

２０：Ｓピーク周期ｐ(sec.) ２１：水深（水圧、ｍ） ２２：Ｓ有義波高（ｍ） ２３：Ｓピーク周期(sec.) 

２４：平均波向（゜） ２５：同左（１６方位表現） ２６：主波向（゜） ２７：同左（１６方位表現） 

２８：フィルタ波高３（ｍ） ２９：平均分散角（゜） ３０：方向集中係数（γ＇） ３１：波峯長パラメーター（γ） 

３２：平均流速（ｍ／ｓｅｃ） ３３：平均流向（゜） ３４：同左（１６方位表現） ３５：水温（℃） 

３６：長周期最高波高（ｍ） ３７：長周期最高波周期（ｓ） ３８：長周期有義波高（ｍ） ３９：長周期有義波周期（ｓ） 

４０：Ｓピーク波向（°） ４１：Ｓピーク波向（16 方位表現） ４２：Ｓ主波向（゜） ４３：Ｓ主波向（16 方位表現） 

４４：Ｓ平均波向（°） ４５：Ｓ平均波向（16 方位表現） ４６：Ｓピーク周期（ｓ） ４７：Ｓピークエネルギー  

４８：最高波高（ｍ） ４９：最高波周期(sec.) ５０：１／１０最大波高（ｍ） ５１：１／１０最大波周期(sec.) 

５２：有義波高（ｍ） ５３：有義波周期(sec.) ５４：平均波高（ｍ） ５５：平均波周期(sec.) 

５６：標準偏差（ηｒｍｓ） ５７：歪み度（Ｓｋｅｗｎｅｓｓ） ５８：尖鋭度（Ｋｕｒｔｏｓｉｓ） ５９：波数 

６０：フィルタ波高４（ｍ） ６１：水深（ｍ） ６２：フィルタ波高５（ｍ） ６３：フィルタ波高６（ｍ） 

６４：（空白）       

Ｓ：スペクトル 
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５－１．印刷 

Ａ．まず表示します。 

１．マスターファイル（ＷＨxxxＭ．Ｈ１０）を、メニュー［ファイル－開く］ で開きます。  

２．印刷する表やグラフを、 、 、 、 、 、 、のクリックで選択します。メニュー［処理－条件の設定］ －

タブ［表］、－タブ［グラフ］で編集して、見やすいフォーマットにしてください。 

 

Ｂ．そして印刷します。 

３．メニュー［ファイル－印刷］で、［印刷の範囲］ 、［印刷部数］ 、［プリンタ］を決めて、［ＯＫ］をクリックして印刷します。印刷

量が多い場合や、グラフが複雑な時は、時間がかかります。全て印刷する時は、［印刷の範囲］で［すべて］を選びます。 

４．表もグラフも同じように印刷できます。下記の点に注意してください。 

処理結果表では 

注１．用紙の先頭にくる、測定日時の行にカーソルを合せ、メニュー［ファイル－印刷］で、テスト印刷をして確認して下さい。印

刷文字が、用紙からはみ出る場合は、フォントサイズ や、［１ページ当たりの測定回数］などで、調整して下さい。 

注２．表を部分的に印刷する時は、印刷したい範囲を、マウスでドラッグして、反転表示して選択します。 

注３．１ページだけ、印刷する時は、用紙の先頭にしたい、測定日時の行にカーソルを合せます。 

処理結果グラフでは 

注１．グラフを選択した場合は、全体が印刷されます。 

注２．バランスが、悪い時は、フォントの大きさを調整して下さい。グラフが複雑な時は、時間がかかります。線の太さや、マー

クの大きさは、初期化ファイルで調整できます。 

生データ表では 

注１．印刷したい範囲を、マウスでドラッグして、反転表示して選択します。カーソルを合せただけでは、何も印刷しません。生

データを１測定分、すべて印刷するとページ数が、多量になります。注意して下さい。 

生データグラフでは 

注１．データの値が、一定だと、グラフは直線になり、何も描いていないように見えますので、注意して下さい。 

 

５－２．プリンターの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表の印刷の時に有効です。フォーカ
スされているウィンドウの表が、す
べて印刷されます。生データのウィ
ンドウでは、注意して下さい。 

Ｗｉｎｄｏｗｓの標準プリンターを示し
ています。［詳細設定］の［用紙］
は、［縦］を選択して下さい。 

表の選択した部分だけを印刷しま
す。処理結果表の場合、何も選択
されていない時は、カーソール行
から、１ページ分を印刷します。 

file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/Print.htm%23m2%23m2
file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/InitialFile.htm%23m3
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６－１．メニュー［ファイル］ － ［関連項目 編集 表示 処理 ウィンドウ ヘルプ ポップアップメニュー］ 

ファイル 開く（Ｏ） Ｃｔｒｌ＋Ｏ 

標準ファイル名の場合、マスターファイルを指定すれば、処理結果ファイルも自動的に開きます。任意の名前のファイルも

開けます。拡張子の前の１文字が、“Ｌ”だと、 処理結果ファイルとみなされます。ウィンドウのタイトルバ－に、使用中のフ

ァイル名を示します。処理結果 R ファイル（ＷＨxxxR．Ｈ１０）を開くこともできます。 

注１．ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫの前回の終了状態によって、表やグラフを表示しない場合があります。 や をクリックしてデ

ータを表示させてください。 

ファイル 閉じる（Ｃ） 

ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫの状態を保存して、全てのファイルを閉じ、表示をクリアします。 

ファイル ファイルの更新（Ｎ） Ｆ５ 

開いているマスターファイルの更新して、最新の測定番号などを使用できるようにします。 

ファイル 初期化（Ｉ） Ｆ９ 

カレントフォルダに、いくつかのオリジナル初期化ファイル”

ＭＫ４８ｉ－ｎｎ．ｏｒｇ”があります。この初期化ファイルに、ア

プリケーションを初期化するための設定値が保存されてい

ます。 

１．右図の問い合わせがあります。 

２．クリックで、ダウンリストを表示させ、その中から対象の

番号を選んで［ＯＫ］をクリックします。 

３．オリジナルの初期化ファイルが、カレントの初期化ファイル”ＭＫ４８ｉ．ｉｎｉ”にコピーされて、アプリケーションが再実行さ

れます。 

注：完全にアプリケーションを初期化する場合は、メニュー［ファイル－閉じる］でファイルを閉じてから、メニュー［ファイル－

アプリケーションの初期化］を実行します。 

ファイル 上書き保存（Ｓ） 右クリックメニュー Ｃｔｒｌ＋Ｓ 

修正した生データ表の値で、マスターファイルを上書きします。生データの修正単位は、１測定分です。次の測定データを

表示する前に、保存して下さい。修正が処理結果表の時は、処理結果ファイルを、表の値で、上書きします。処理結果ファ

イルの修正単位は、ファイル単位です。いつ保存してもかまいませんが、 修正したら細めに保存するように、心がけて下さ

い。 

ファイル 行のエラー値上書き保存（Ｅ） 右クリックメニュー Ｆ２ 

処理結果ファイルの不要な部分（陸上のデータなど、表やグラフを見難くするデータを、１測定分、エラー値で上書きします。

この機能を利用して、表やグラフが、見やすくなるように整理します。 

注意：このパッケージには、処理機能がないため、一度、エラー値で上書きすると、元に戻すことができません。元に戻すに

は、アプリケーションを終了して、処理結果ファイル（ＷＨｘｘｘＬ．Ｈ１０）を削除し、処理結果テキストファイル（ＷＨｘｘｘＲ．Ｈ１

０）を開いて、再度、処理結果ファイルを作り直します。 

ファイル 名前を付けて保存（Ａ） 

修正した数値表を、別のファイルネームで、保存します。生データの修正単位は、１測定分です。［上書き保存］を、１度、実

行すると、マスターファイルの内容は書き換わってしまいます。オリジナルファイルを修正する前に、この［名前を付けて保

存］でオリジナルファイルのコピー（内容が同じで、別名のファイル）を作成してから、修正する方法を、おすすめします。処

理結果ファイルの場合は、マスターファイルさえあれば、何度でも、再計算して、修正することができます。 

ファイル バックアップ（B） 

カレントフォルダに“ＷＨｘｘｘ”フォルダ、その下に“Ｂｙｙｙｙ－ｍｍｄｄ－ｈｈｍｍｓｓ”フォルダを作成して、“ＷＨｘｘｘ－．Ｈ１０”

関連データファイルを全てコピーします。 

ファイル ファイルムーブ（V） 

カレントフォルダに“ＷＨｘｘｘ”フォルダ、その下に“Ｂｙｙｙｙ－ｍｍｄｄ－ｈｈｍｍｓｓ”フォルダを作成して、“ＷＨｘｘｘ－．Ｈ１０”

関連データファイルを移動します。 

ファイル 印刷（Ｐ） 

フォーカスされているウィンドウの、表やグラフを印刷します。 

ファイル 測定時間－測定間隔の編集（Ｇ） 

file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/File01.htm%23m2
file:///C:/NtXp/KOBANZAME/Mk10Help/File01.htm%23m3


 22 

測定データが、連続測定データの場合、測定開始日時、測定終了日時、測定時間、測定間隔を指定して、希望のマスター

ファイルを作成できます。 

ファイル 測定日時の更新（Ｄ） 

測定データの測定開始日時を、指定した測定開始日時に変更します。 

ファイル テキストデータファイルに変換（Ｆ） 

マスターファイルを、テキストデータファイルへ変換します。 

ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒの終了（Ｘ） 

このアプリケーションを終了します。 

 

６－２．メニュー［編集］ 

編集 拡大（Ｚ） 右クリックメニュー Ｆ４ 

Ｘ軸： グラフマーク を基準にして、Ｘ軸を拡大して再描画します。 

Ｙ軸： グラフのＹ軸方向を拡大して、再描画します。目盛の値は小さくなります。 

編集 縮小（Ｕ） 右クリックメニュー Ｆ３ 

Ｘ軸： グラフマーク を基準にして、Ｘ軸を縮小して再描画します。 

Ｙ軸： グラフのＹ軸方向を縮小して、再描画します。目盛の値は、大きくなります。 

編集 切り取り（Ｔ） Ｃｔｒｌ＋Ｘ 

選択部分を、Ｗｉｎｄｏｗｓのクリップボードに切り取ります。生データ表の修正時に利用します。グラフでは利用できません。 

編集  コピー（Ｃ） 右クリックメニュー Ｃｔｒｌ＋Ｃ 

グラフのウィンドウを選択している時は、ウィンドウ全体を、Ｗｉｎｄｏｗｓのクリップボードにコピーします。表の場合は、選択

部分を、クリップボードにコピーします。メニュー［編集－すべてを選択］で、表全体を選択できます（見出しの部分は除きま

す）。修正時に利用します。ＷｏｒｄやＥｘｃｅｌに、表やグラフを貼り付ける時も、利用します。 

編集 貼り付け（Ｐ） Ｃｔｒｌ＋Ｖ 

クリップボードの内容を、表に貼り付けます。修正時に利用します。グラフに貼り付けることはできません。 

編集 フォント（Ｆ） 

表やグラフのフォントを指定します。表のフォントは、下の制限があります。グラフのフォントは、指定どうりに表示します。 

注 １．「ＭＳＰ ゴシック」など、Ｐの付くタイプのプロポーショナルフォントは使用しないでください。 

注 ２．プロポーショナルフォントでなくても、ツルータイプフォント（「ＭＳ 明朝」など）では、文字の大きさによって、表の並び

がずれることがあります。 

注 ３．表の数値の部分は、フォント（文字）の色を指定できません。見出しの部分は、色を指定できます。 

編集 背景色（Ｂ） 

表やグラフの背景色を指定します。表の背景色は、システムによって、基本１６色とＷｉｎｄｏｗｓのシステムカラーしか利用で

きない場合があります。その他の中間色は、それに近い、基本１６色になります。グラフの背景色は、指定どうりに表示しま

す。 

編集 すべてを選択（Ａ） 

見出しの部分を除き、ウィンドウ内のすべてのテキストを、選択状態にします。表の修正時に利用します。 

 

６－３．メニュー［表示］ 

表示 再表示（Ｅ） 右クリックメニュー 

測定番号を、処理結果表のカーソルやスクロールバーで移動した時、処理結果グラフを連動して、表示する時に使います。

移動点（グラフマーク で確認）が表示内であれば再表示しません。また、データ番号を生データ表のカーソルや、生デー

タグラフのスクロールバーで移動した時、生データグラフを連動して、表示する時に使います。メニュー［処理－表示の実行］ 

のように、測定番号は＋１されません。 

表示 処理結果表（Ｒ）  

処理結果の数値表を表示します。 

表示 処理結果のグラフ（Ｓ）  

処理結果グラフを表示します。 

表示 生データ表（Ｓ）  
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生データの数値表を表示します。 

表示 生データのグラフ（Ｇ）  

生データグラフを表示します。 

表示 成分流速の２次元グラフ（Ｘ）  

成分流速の２次元グラフを表示します。 

表示 パワースペクトル（P）  

パワースペクトルグラフを表示します。 

表示 ツールバー（Ｌ） 

ツールバーの表示をオン／オフします。 

表示 ステータスバー（Ｂ） 

ステータスバーの表示をオン／オフします。 

表示 スクロールバー（Ｄ） 

スクロールバーの表示をオン／オフします。スクロールバーで測定番号を指定できます。 

 

６－４．メニュー［処理］ 

処理 表示の実行（Ｅ）  

次の測定番号のデータを、表示します。連続表示するには、ツールバーのリストボックス のダウンリストで 値を

選ぶか、キーインして、 をクリックします。指定した測定回数分を、連続表示します。途中で中止したい時は、 をクリ

ックします。 

処理 表示の逆実行（Ｂ）  

１つ手前の測定番号のデータを、表示します。逆連続表示するには、ツールバーのリストボックスのダウンリストで値を選

ぶか、キーインして、 をクリックします。指定した測定回数分を、逆方向に連続表示します。途中で中止したい時は、

をクリックします。 

処理 処理の実行（Ｆ） このパッケージでは実行できません 

測定回数をツールバーのリストボックスのダウンリストで値を選ぶか、キーインして指定します。 をクリックして連続処

理できます。、途中で中止したい時は、 をクリックします。 

処理 中止（Ｃ）  

作業を、途中で中止します。 

処理 条件の設定（Ｊ）  

 

６－５．メニュー［ウィンドウ］ 

ウィンドウ 重ねて表示（Ｃ）  

ウィンドウを、重ねて表示します。 

ウィンドウ 並べて表示（Ｔ）  

ウィンドウを、横に並べて表示します。 

ウィンドウ 縦に並べて表示(&V)  

ウィンドウを、縦に並べて表示します。 

ウィンドウ 保護状態（Ｂ） 

ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫの状態（設定値や、ウィンドウの位置など）が、保護されているときにチェックが付きます。コマンドライ

ンで指定して実行しない限り、通常は、チェックされてない状態です。ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫの状態を変更し、クリックすると、

その時の状態を、初期化ファイル（ＭＫ４８ｉ．ｉｎｉ）に保存します。チェックされてない場合は、メニュー［ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫ

の終了］、［閉じる］などの操作時にも状態を保存します。ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫを再実行すれば、終了した状態を復元できま

す。チェックされている場合は、チェックした時の状態を復元して再実行します。 

  

file:///C:/IOTProgram/MK44/Mk44_Help/Execute.htm%23m2
file:///C:/IOTProgram/MK44/Mk44_Help/Execute.htm%23m2
file:///C:/IOTProgram/MK44/Mk44_Help/InitialFile.htm


 24 

６－６．メニュー［ヘルプ］ 

ヘルプ トピックの検索（Ｈ） 

このアプリケーションの、ヘルプを表示します。 

ヘルプ バ－ジョン情報（Ｖ） 

このアプリケーションの、バージョン情報を表示します。 

 

６－７．ポップアップメニュー（右クリックメニュー） 

再表示（Ｅ） 

表のカーソルやスクロールバーを移動した時、グラフを連動して、表示する時に使います。移動点（グラフマーク で確認）

が表示内であれば再表示しません。 

拡大（Ｚ） 

Ｘ軸： グラフマーク を基準にして、Ｘ軸を拡大して再描画します。 

Ｙ軸： グラフのＹ軸方向を拡大して、再描画します。目盛の値は小さくなります。 

縮小(&U) 

Ｘ軸： グラフマーク を基準にして、Ｘ軸を縮小して再描画します。 

Ｙ軸： グラフのＹ軸方向を縮小して、再描画します。目盛の値は、大きくなります。 

再処理（Ｆ） 

指定されている測定番号だけを処理します。処理結果グラフに、その結果を表示していれば、グラフの位置は変わりませ

ん。結果の修正値を元にもどす時、使用できます。このパッケージでは実行できません。 

条件の設定（Ｊ） 

上書き保存（Ｓ） Ｃｔｒｌ＋Ｓ 

修正した生データ表の値で、マスターファイルを上書きします。生データの修正単位は、１測定分です。次の測定データを

表示する前に、保存して下さい。修正が処理結果表の時は、処理結果ファイルを、表の値で、上書きします。処理結果ファ

イルの修正単位は、ファイル単位です。 

行のエラー値上書き保存（Ｅ） Ｆ２ 

処理結果ファイルの不要な部分（陸上のデータなど、表やグラフを見難くするデータを、１測定分、エラー値で上書きします。

この機能を利用して、表やグラフが、見やすくなるように整理します。 

注意：このパッケージには、処理機能がないため、一度、エラー値で上書きすると、元に戻すことができません。元に戻すに

は、アプリケーションを終了して、処理結果ファイル（ＷＨｘｘｘＬ．Ｈ１０）を削除し、処理結果テキストファイル（ＷＨｘｘｘＲ．Ｈ１

０）を開いて、再度、処理結果ファイルを作り直します。 

コピー（Ｃ） Ｃｔｒｌ＋Ｃ 

グラフのウィンドウを選択している時は、ウィンドウ全体を、クリップボードにコピーします。表の場合は、選択部分を、クリッ

プボードにコピーします。メニュー［編集－すべてを選択］で、表全体を選択できます（見出しの部分は除きます）。修正時に

利用します。ＷｏｒｄやＥｘｃｅｌに、表やグラフを貼り付ける時も、利用します。 

ヘルプ（Ｈ） 

このアプリケーションの、ヘルプを表示します。 
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６－８．ツールバー 

各ボタンの説明は、６－１～６－７項のメニューの説明を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

６－９．ステータスバー 

 

 

 

 

 

  

機械番号下３桁、最大
収録測定番号、測定
時間／測定間隔 

表示データの測定番号 

生データのマーク位置のデー
タ番号と、測定開始時刻から
の経過時間（分：秒） 

表示データの測定
開始日時 

スクロールバー。測定
番号を指定します。 

パソコンの時刻。自動機能が作
動しているときは、秒単位まで
表示します。 

プログラムの状態表示 

連続処理／表示する測定回
数を指定します。 

測定番号の大きい方に表示を進めます。 

連続処理／表示を中止します。 測定番号の小さい方に表示を移動します。 
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７－１．ファイル 

ファイルは、ＭＫ４８．ＥＸＥのある、カレントフォルダに、置いて下さい。ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫが、自動的に作成するファイルネ

ームは、下記の要領で名付けられます。 ファイルの詳細は、”データ構造説明書”を参照してください。 

 

ファイル名の例：ＷＨ１０１ｘ．Ｈ１０ 

部分 説明 

ＷＨ ”ＷＨ”になります 

１０１ 本体の機械番号下３桁 

ｘ 

Ｍ： マスターファイル（Ｍファイル） 

Ｌ： 処理結果ファイル（Ｌファイル） 

Ｒ：処理結果テキストファイル（Ｒファイル） 

Ａ： テキストデータファイル 

．Ｈ１０ 
”．Ｈ１０”になります 

（処理結果テキストファイル：”．ＴＸＴ”） 

 

マスターファイル（ＷＨxxxＭ．Ｈ１０ バイナリ－ファイル） 

バイナリ－ファイルです。生データを収録しています（Ｍファイルとも呼びます）。測定番号１から順にデータが入おり、ＳＤカ

ードに収録されています。マスターファイルが、カレントフォルダに存在しない状態で、処理結果テキストファイル（Ｒファイル）

を開くと、疑似マスターファイルが作成されますので注意してください。疑似マスターファイルは、生データを含まないため、

再処理はできません。 

 

処理結果ファイル（ＷＨｘｘｘＬ．Ｈ１０ テキストファイル） 

ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫが、計算した結果を、収録した、テキストファイルです（Ｌファイルとも呼びます）。Windows の”メモ帳”

や、表計算ソフトで、そのまま読み込めます。下の書式になります。各項目番号に、処理結果が入ります。各項目は、５桁

の数値“#####”とコンマ“,”からなります。８項目毎にコンマの次にスペース“ ”が入り、６４項目まで繰り返します。最後にキ

ャレッジリターン、ラインフィードが付きます。１測定分は３９２文字の固定長です。 

 

処理結果の書式（３９２文字／１測定結果） 

項目番号 01  02  03  04  05  06  07  08   09  10  ･････63  64 

書  式 #####,#####,#####,#####,#####,#####,#####,#####, #####,#####,･････#####,#####CRLF 

 

処理結果Ｒファイル（ＷＨxxxＲ．Ｈ１０ バイナリーファイル） 

処理結果Ｒファイルは、120 バイトのヘッダー（バイナリー）と、392 バイトの処理結果テキストが、収録されています（Ｒファイ

ルとも呼びます）。そのままでマスターファイルと同様に扱えます。ＳＤカードにあります。 

 

処理結果テキストファイル（ＷＨｘｘｘＲ．ＴＸＴ テキストファイル） 

本体が、計算した結果を、収録したテキストファイルです（Ｒファイルとも呼びます）。内容は、Ｌファイルと同じですが、各処

理結果に加えて、最初の２行に処理結果項目名称と処理結果数値の単位が付加されています。ＳＤカードにあります。 

 

テキストデータファイル（ＷＨｘｘｘｎｎｎｎｎＡ．Ｈ１０ テキストファイル） 

マスターファイルは、メニュー［ファイル－テキストデータファイルに変換］で変換できます。下記は、変換したテキストデータ

ファイルのフォーマットです。１０分/６０分（０.５秒サンプル）で、４チャンネルのデータを、収録したファイルは、下のような順

序でデータが入っています。  

 

テキストファイルの内容             テキストファイルの項目の説明 

17185,  0,  0, 226, 1520, 125 測定要素､  未定､    未定､    平均方位､平均水温､機械番号 

  02,  35,  4,  1,  10,  60    年､  電圧､    ﾁｬﾝﾈﾙ数､  測定番号､測定時間､測定間隔 

  1,  63,  50,  16,  7,  1 測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1､測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2､分､     時､   日､   月 
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 2488,  -3,  11, 2374       水圧(1) ､  E流速(1)､  N流速(1)､  水位(1) 

 2492,  -3,  13, 2377       水圧(2) ､  E流速(2)､  N流速(2)､  水位(2) 

 2495,  -2,  15, 2392       水圧(3) ､  E流速(3)､  N流速(3)､  水位(3) 

･ ･ 

･ ･ 

･ ･ 

 2492,  1,  9, 2394       水圧(1199) ､E流速(1199)､N流速(1199)､水位(1199) 

 2491,  3,  8, 2394       水圧(1200) ､E流速(1200)､N流速(1200)､水位(1200) 

17185,  0,  0, 221, 1523, 125 

  02,  35,  4,  2,  10,  60 

  1,  63,  50,  17,  7,  1 

 2459,  3,  5, 2353 

 2459,  2,  4, 2356 

 

その他の関係ファイル 

初期化ファイル（ＷＨ４８ｉ．ｉｎｉ） 

オリジナル初期化ファイルをコピーしたファイルで、アプリケーションを実行する時に、読み込まれ、アプリケー

ションの終了時に、その時の状態を保存するため上書きされます。 

機種別オリジナル初期化ファイル（ＷＨ４８ｉ－ｎｎ．ｏｒｇ） 

カレントフォルダに、いくつかのオリジナル初期化ファイル”ＭＫ４８ｉ－ｎｎ．ｏｒｇ”があります。あらかじ

め機種に合わせた初期値が設定されています。内容は書き替えないで下さい。 

測定要素項目ファイル（ＷＨ４８ｆ．ｏｒｇ） 

測定され、収録されているデータの要素（水圧、流速、水位など）の名称や、単位、表示のフォーマットなどを指

定しています。 

処理結果項目ファイル（ＷＨ４８ｇ．ｏｒｇ） 

処理結果項目の一覧ファイルで、項目名、表示フォーマット、グラフスケールの初期値、係数などを指定していま

す。 

測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ） 

本体の測定条件を設定するためファイルで、本体のＳＤカードに置かれています。本体は、パワーオン時にＳＤカ

ードのｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔを読み込み、その設定条件に従い、自身の動作を決定します。 

グラフファイル１（ｗｈｎｎｇ．ｂｍｐ） 

アプリケーションが描画したグラフの画像ファイル（拡張子：ＢＭＰ）です。 

数値表ファイル（ｗｈｎｎｇ．ｔｘｔ） 

アプリケーションが作成した数値表のテキストファイルです。Ｗｅｂページにも使用されます。 

 

７－２．処理結果Ｒファイル（Ｒファイル）を開く － ［関連項目 処理結果グラフ 処理結果表の編集］ 

１．ＳＤカードからコピーした処理結果Ｒファイ

ル（ＷＨｘｘｘＲ．Ｈ１０）を、メニュー［ファイ

ル－開く］ で開きます。  

２．メインウィンドウのタイトルバーで、ファイル

名を確認します。 をクリックして［処理

結果表］ のウインドウを表示します。

処理結果ファイル（ＷＨｘｘｘＬ．Ｈ１０）が作

成されますのでタイトルバーで確認しま

す。 

３．ステータスバーの、最終収録測定番号を

参考にして、処理する測定回数分を、ツー

file:///C:/IOTProgram/MK44/Mk44_Help/IniFile07.htm
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ルバーのリストボックス に設定します。 のクリックで、連続処理を開始して、処理結果表を完成させます。［処

理－中止］ のクリックで中止できます。 

４．メニュー［表示－処理結果のグラフ］ で、処理結果グラフを表示できます。表やグラフのフォーマットは、メニュー［処理

－条件の設定］ －タブ［表］、［グラフ］で編集できます。測定番号を進めて表示するには、戻るにはをクリックします。 

注１．大きく測定番号を移動するときは、メインウィンドウ下の［スクロールバー］を使用します。 

 

７－３．測定日時の更新 

１．ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｅｒK を実行して、メニュー［ファイル－開く］ で、マスターファイル（ＷＨｘｘｘＭ．Ｈ１０）、又は処理結果テ

キストファイル（ＷＨｘｘｘR．Ｈ１０）を開き、［表示－処理結果表］ を表示します。  

２．メニュー［ファイル－測定日時の更新］をクリックします。  

３．下図の問い合わせがありますので、新しい測定開始日時を指定します。表示通りに、桁をずらさないで、日時をキーインし

ます。 

４．［ＯＫ］をクリックします。ステータスバーに”測定日時の更新中”を表示します。”測定日時の更新完了”の表示で終了で

す。 

注：マスターファイル（ＷＨｘｘｘＭ．Ｈ１０）と、処理結果ファイル（ＷＨｘｘｘＬ．Ｈ１０）の測定日時が変更されます。 

 
 

７－４．測定時間－測定間隔の編集 － ［関連項目 測定タイムチャート ］ 

ＷＨ－６０８では、測定時間、測定間隔、測定開始時刻を設定しないで、パワーオンだけで、測定起動できます。その場合、こ

の機能で観測終了後に、測定時間、測定間隔、測定開始時刻を設定して、マスターファイルを編集することができます。 

注１：この機能は、原データが、連続測定で収録されている場合だけ有効です。 

注２：この機能は、マスターファイルを編集するだけで、編集したマスターファイルを再処理する機能はありません。処理機能

のあるＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｅｒK で、再処理を実行してください。 

１．ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｅｒK を実行して、メニュー［ファイル－開く］ で、マスターファイルを開き、表示します。  

２．メニュー［ファイル－測定時間－測定間隔の編集］をクリックします。  

３．ＳＤカードに収録されていたマスターファイルの最初の測定（測定番号１）の測定開始日時を、下図のように表示します。日

時が、“２２／ １／ １ ００：００“のように、日時が設定されていない場合は、本来の測定開始日時で、下図の日時を上書

きして訂正し、［ＯＫ］をクリックします。 

 

４．次に下図の問い合わせがありますので、新しく作成するマスターファイルの最初の測定（測定番号１）の測定開始日時を、

上書きして指定し、［ＯＫ］をクリックします。マスターファイルの最後の測定の日時を指定したい場合は、［終了日時］にチェ

ックを入れてから、［ＯＫ］をクリックします。 
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５．同様に、新しく作成するマスターファイルの最後の測定の日時を指定し、［ＯＫ］をクリックします。［終了日時］にチェックを

入れなかった場合は、この項はスキップされます。 

 

６．最後に、編集後のマスターファイルのデータの測定時間と測定間隔を指定して、［ＯＫ］をクリックします。 

 

７．編集内容の確認が下図のようにありますので、［ＯＫ］をクリックして、編集を実行します。変更する場合は［キャンセル］し

て、２項からやり直してください。 

 

８．編集実行中は、ステータスバーに”マスターファイル編集中”を表示します。”マスターファイル編集中完了”の表示で終了

です。新しいマスターファイルをで、メニュー［ファイル－開く］ 開いて、処理してください。 

 

７－５．テキストデータファイルに変換 

マスターファイル（バイナリーファイル）を、テキストデータファイルへ変換します。下記の手順で実行してください。 

１．変換するマスターファイル（ＷＨｘｘｘＭ．Ｈ１０）を、メニュー［ファイル－開く］ で開きます。 

２．メニュー［ファイル－テキストデータファイルに変換］をクリックして、下図のウィンドウ［テキストデータファイルに変換］で、開

始測定番号と終了測定番号を指定し、［ＯＫ］をクリックします。デフォルトは、００００１～１００００となっています。変換中

は、”変換中”と”測定番号”を表示し、終了すると”変換終了”を表示します。 
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３．カレントフォルダに日別のフォルダ（ＷＨｘｘｘｙｙｙｙｍｍｄｄ，ｘｘｘ＝機械番号，ｙｙｙｙ＝年，ｍｍ＝月，ｄｄ＝日）を作成し、１測

定分づつのテキストデータファイル（ＷＨｘｘｘｎｎｎｎｎＡ．Ｈ１０，ｘｘｘ＝機械番号，ｎｎｎｎｎ＝測定番号）を作成します。メニュ

ー［処理－中止（F7）］のクリックで変換を中止できます。 

４．［旧タイプ］にチェックを入れる変換では、開始測定番号と終了測定番号を指定する代わりに、１ファイル分の測定回数を指

定します。００００１，６５５３０とした場合は、全てのデータを一つのテキストファイルに変換します。 

注１：開始、終了測定番号の指定は、必ず５桁で指定してください。桁数が少ない場合は、前にゼロを加えます。例：００１００，

００１９９ 

注２：処理結果テキストファイル（Ｒファイル）で作成された疑似マスターファイルでは、”変換不可”と表示します。また、”変換

中”を継続できない異常なデータがあった場合は、”変換失敗”を表示して終了します。 

下は、変換されたテキストデータファイルの、フォーマットです。１０分/６０分（０.５秒サンプル）で、４チャンネルのデータを、収

録したファイルは、下のような順序でデータが入っています。  

 

テキストファイルの内容               テキストファイルの項目の説明 

17185,  0,  0, 226, 1520, 125 測定要素､  未定､    未定､    平均方位､平均水温､機械番号 

  22,  35,  4,  1,  10,  60    年､  電圧､    ﾁｬﾝﾈﾙ数､  測定番号､測定時間､測定間隔 

  1,  63,  50,  16,  7,  1 測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1､測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2､分､     時､   日､   月 

 2488,  -3,  11, 2374       水圧(1) ､  E流速(1)､  N流速(1)､  水位(1) 

 2492,  -3,  13, 2377       水圧(2) ､  E流速(2)､  N流速(2)､  水位(2) 

 2495,  -2,  15, 2392       水圧(3) ､  E流速(3)､  N流速(3)､  水位(3) 

･ ･ 

･ ･ 

･ ･ 

 2492,  1,  9, 2394       水圧(1199) ､E流速(1199)､N流速(1199)､水位(1199) 

 2491,  3,  8, 2394       水圧(1200) ､E流速(1200)､N流速(1200)､水位(1200) 

17185,  0,  0, 221, 1523, 125 

  02,  35,  4,  2,  10,  60 

  1,  63,  50,  17,  7,  1 

 2459,  3,  5, 2353 

 2459,  2,  4, 2356 

 

７－６．初期化ファイル 

カレントフォルダに、いくつかのオリジナル初期化ファイル（ＭＫ４８ｉ－ｎｎ．ｏｒｇ）があります。この初期化ファイルに、アプリケー

ションを初期化するための設定値が保存されています。 

１．メニュー［ファイル－初期化］をクリックすると右図の問い合わせが

あります。 

２．クリックで、ダウンリストを開いて、対象の番号（右記の例では００）

を選択して、［ＯＫ］をクリックします。 

３．オリジナルの初期化ファイルが、カレントの初期化ファイル（ＭＫ４８

ｉ．ｉｎｉ）にコピーされて、アプリケーションが再実行されます。 

注：完全にアプリケーションを初期化する場合は、メニュー［ファイル－閉じる］でファイルを閉じてから、メニュー［ファイル－ア

プリケーションの初期化］を実行します。 

 

初期化ファイル（ＭＫ４８ｉ．ｉｎｉ）は必要な時、“メモ帳”で編集できます。オリジナルの初期化ファイル（ＭＫ４８ｉ－ｎｎ．ｏｒｇ）は、

書き換えないようにしてください。 

コマンドラインオプションの指定で、“ＭＫ４８ｉ． ｉｎｉ“の上書きを禁止できます。上書き禁止のときは、メニュー［ウィンドウ－保

護状態］にチェックが付き、保護が有効になります。クリックしてチェックはずすと、一時的に、保護を解除できます。 解除後、

グラフや表を変更し、再びクリックすると、その時の状態を、”ＭＫ４８ｉ．ｉｎｉ”に保存します。  
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メニュー［ウィンドウ－保護状態］がチェックされていない場合は、メニュー［ ファイル－ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫの終了］、［閉じる］

など、アプリケーション終了時の状態を、初期化ファイル（ＭＫ４８ｉ．ｉｎｉ）に保存します。次の実行時、現状を復元できます。 

 

７－７．測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ） 

本体の測定条件は、ＳＤカードの測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で開き、測定条件を編集し

てから、ファイルを上書きすることで変更できます。測定条件はカレントフォルダのファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｏｒｇ）から、項目を選ん

でｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔに、追加、編集して設定できます。青は KOBANZAME を使用したモニタリングで使用します 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔの内容 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

01:Send this file to WAVE HUNTER(y/n); n 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); n 

03:Stop measurement of WAVE HUNTER(y/n); n 

04:Reset measurement of WAVE HUNTER(y/n); n 

05:Start measurement of KOBANZAME(y/n); n 

06:Stop measurement of KOBANZAME(y/n); n 

07:Reset measurement of KOBANZAME(y/n); n 

08:Match WAVE HUNTER's clock to KOBANZAME's clock(y/n); n 

09:Process retry count; 2 

 

11:Measurement time; 20(min.) 

12:Measurement interval; 20(min.) 

13:Sampling interval; 0.5(sec.) 

14:Number of measurement channels; 4 

 

15:Power-on date/time; 2022/1/1, 0:0:0 

16:Measurement start time; 1:49 

 

21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 0.50(m) 

22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 

23:Water level correction value; 0.00(m) 

24:Limitation period of long periodic wave; 30 ~ 0(sec.) 

25:Zero-compensation value for current velocity; E=0.00 N=0.00(m/s) 

26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 

27:Coordinate transformation (y/n); n 

 

31:Automatic sending interval; 10(min.) 

32:Automatic sending start time; 2:12 

33:Automatic sending count; 1 

34:Automatic sending lag time; 0(sec.) 

35:Send received data immediately(y/n); n 

36:Automatic sending WHxxxR.TMP file(y/n); y 

37:Automatic sending WHxxxM.TMP file(y/n); n 

38:Automatic sending SMxxxR.TMP file(y/n); n 

39:Automatic sending SMxxxM.TMP file(y/n); n 

 

41:Number of result line in log; 1 

42:No heading item name(y/n); y 

43:Format of result line in log; 8,9,12,13,25,21,32,34,35,6,0,0,0,0,0,0 

44:Set measurement number for data collection; Start=0 End=0 

45:No logging(y/n); n 

46:Limit communication time; 50(sec.) 

 

51:Log file overwrite(y/n); n 

52:Data file overwrite(y/n); n 

53:KOBANZAME power off mode(y/n); y 

54:Setting the communication speed; 38400(baud) 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
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設定値の説明 

01:Send this file to WAVE HUNTER(y/n); n  01:このファイルを WAVE HUNTER に送信します(y/n); n 

［n］=no を［y］=yes にすると、このファイル(サーバー上の index62.txt)をそのまま、WAVE HUNTER に送ります。 01 項の

"y=yes"を読んだ時点で、WAVE HUNTER に送信するので、01 項以後の項目は、KOBANZAME には届かないので無効です。 

21-27 項の処理条件の変更を、WAVE HUNTER に設定するときに使用します。他の項目も有効にしておくと、その項目も

WAVE HUNTER で変更されるので、必要な項目以外は//でコメント行にしておくか、削除しておきます 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); ｙ 02:WAVE HUNTER の測定を開始します(y/n); ｙ 

［ｙ］では WAVE HUNTER は、パワーオンと同時に、SD カードの測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）の条件で、測定起動さ

れます。［n］ではパワーオンで、本体は保管状態になります。本体とパソコンをケーブル接続し、オンライン制御します。 

03:Stop measurement of WAVE HUNTER(y/n); n 03:WAVE HUNTER の測定を停止します(y/n); n 

WAVE HUNTER を測定停止にします。次に 02 項で測定起動されるまで、保管状態になります。 

04:Reset measurement of WAVE HUNTER(y/n); n 04:WAVE HUNTER の測定をリセット(y/n); n 

WAVE HUNTER をリセットします。Pilot24 からの初期化と違い、測定中でもリセットされます。 

05:Start measurement of KOBANZAME(y/n); n 05:KOBANZAME の測定を開始します(y/n); n 

KOBANZAME24(SM-601)は、1CH（又は 2CH）のアナログ入力を受け付け、自身でも測定収録できます。そのための測定起動

コマンドです。 

06:Stop measurement of KOBANZAME(y/n); n 06:KOBANZAME の計測を停止します(y/n); n 

KOBANZAME を測定停止にします。次に 05 項で測定起動されるまで、保管状態になります。 

07:Reset measurement of KOBANZAME(y/n); n 07:KOBANZAME の測定をリセット(y/n); n 

KOBANZAME をリセットします。Pilot24 からの初期化と違い、測定中でもリセットされます。 

08:Match WAVE HUNTER's clock to KOBANZAME's clock(y/n); n  08:WAVE HUNTER の時計を KOBANZAME の時計に合

わせる(y/n); n 

WAVE HUNTER の時計を KOBANZAME の時計に合わせます。時計合わせは、UM04->KOBANZAME->WAVE HUNTER の順

序で、それぞれの通信時間などで誤差が出ます。WAVE HUNTER に一番遅れが出ます。 

09:Process retry count; 2   09:プロセスのリトライ回数; 2 

KOBANZAME->UM-04->サーバと PPP,TCP/IP,FTP を使用して接続します。標準のリトライ回数は 2 回で、2 回失敗すると

KOBANZAME は強制的にリセットされます 

11:Measurement time; 20(min.)   11:測定時間; 20(min.) 

測定時間（１～６０分）を指定します。 

12:Measurement interval; 20(min.)   12:測定間隔; 20(min.) 

測定間隔（１～２４０分）を指定します。 

13:Sampling interval; 0.5(sec.)   13:サンプリング間隔; 0.5(sec.) 

サンプル間隔（１．０，０．５，０．２，０．１ｓｅｃ）を指定します。 

14:Number of measurement channels; 4  14:測定チャンネルの数; 4 

測定チャンネル（１＝水圧，２＝水圧＋水位，３＝水圧＋Ｅ流速＋Ｎ流速、４＝水圧＋Ｅ流速＋Ｎ流速＋水位）を指定します。 

15:Power-on date/time; 2022/1/1, 0:0:0  15:日付/時刻を設定します; 2022/1/1 0:0:0 

パワーオン日時を設定します。（本体の時計はパワーオン で、この日時に設定されます） SD カードの index62.txt で使用でき

ます。 

16:Measurement start time; 1:49   16:測定開始時間； 0:0 

測定開始時刻を指定します。上記のパワーオン日時（2022/1/1 0:0）で、この値を０：９に設定した場合は、パワーオンの９分

後に、予備測定状態になります。測定データの日時は、観測終了後に、ＳＤカードのファイルをコピーして、メニュー［ファイル

－測定日時の更新］で、後から測定日時を割り付けることができます。 

21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 0.50(m) 21:海底からの水圧計の高さ; 0.50(m) 

水圧変動を水位変動に換算する式に必要です。水圧計は、本体内に取り付けられています。水圧計の海底からの高さ（ｘｘ．ｘ

ｍ）を、できるだけ正確に指定します。 

22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 22:主波方向の範囲; 0～359(deg.) 

沿岸での波向観測では、陸からの波はないと考え、装置を設置した、海岸線の海側の方位の範囲を指定し、主波向の計算に、

正しい指標を与えます。常に、磁北から、時計回りの角度で指定してください。また、磁北をまたぐ時も、３３０～４０のように、

時計回りで、指定してください。 

23:Water level correction value; 0.00(m)  23:水位補正値; 0.00(m) 
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処理結果値を水深でなく、水位として表示したい場合は、その補正値（±値）が必要です。水位 = 水深 - 水位補正値で計

算されます。 

24:Limitation period of long periodic wave; 30 ~ 0(sec.)   24:長周期波の限界周期; 30～0(sec.) 

長周期波の処理の周期指定を変更できます。長周期波フィルターの下（短い）限周期～上（長い）限周期を指定できます。 

25:Zero-compensation value for current velocity; E=0.00 N=0.00(m/s) 25:流速のゼロ補正値; E=0.00 N=0.00(m/s) 

平均 E 流速、平均 N 流速、それぞれの値を、直接、補正する値（±値）です。 

26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 26:真北と磁北の間の角度偏差; 0(deg.) 

真北と磁北の偏角を逆時計回りで指定します。東京では７°。ゼロを指定した時の処理結果は、磁北からの向きになります。 

27:Coordinate transformation (y/n); n    27:座標変換(y/n); n 

座標変換を実行するかを決定します。y=座標変換する。n=座標変換しない 

31:Automatic sending interval; 10(min.)  31:自動送信間隔; 10(min.） 

自動送信間隔（分）を KOBANZAME へ指示します。通常は WAVE HUNTER の測定間隔と同じで OK です 

32:Automatic sending start time; 2:12  32:自動送信開始時間; 2:12 

KOBANZAME に自動送信開始時刻を指定します。2:12 は、汎用自動送信開始時刻です。この値を基準に、現在時刻から、最

近の開始時刻を計算して設定します。31 項が 20 分の場合は、毎時、12,32,52 分に自動送信を開始します 

33:Automatic sending count; 1   33:自動送信カウント; 1 

自動送信（定時通信）時に、送信するデータの測定回数を指定します。デフォルトでは WAVE HUNTER、KOBANZAME 共に 1

回分です。WAVE HUNTER は M ファイルと R ファイルを、処理終了後に自動送信します。 

34:Automatic sending lag time; 0(sec.)   34:自動送信ラグタイム; 0(sec.) 

35 項が[y]の時、有効になります。WAVE HUNTER、KOBANZAME で通信が重複しないようにするため、送信開始の待ち合わ

せ時間を、 0～255 秒の間で指定します。1 対 1 の通信では、指定不要です。 

35:Send received data immediately(y/n); n  35:受信したデータをすぐに送信します(y/n); n 

WAVE HUNTER で[y]になっています。WAVE HUNTER は測定終了、処理終了後に、M ファイルと R ファイルをオンラインに出

力します。 KOBANZAME では[n]になっています。[n]の場合は自動送信が有効になります。もし、KOBANZAME で[y]にした場

合は、WAVE HUNTER から M ファイル、R ファイルの受信後、すぐにインターネットに接続してサーバーに送信します 

下記の 4 つで、別の項目を[y]にする場合は、それまで[y]だった項目を必ず[n]に指定してください。 

36:Automatic sending WHxxxR.TMP file(y/n); y 36:WHxxxR.TMP ファイルの自動送信(y/n); y 

KOBANZAME は、WAVE HUNTER から受信した処理結果Ｒファイル(R ファイル whxxxr.tmp 512byte)をサーバーに送信します 

37:Automatic sending WHxxxM.TMP file(y/n); n 37:WHxxxM.TMP ファイルの自動送信(y/n); n 

KOBANZAME は、WAVE HUNTER から受信したマスターファイル(M ファイル whxxxm.tmp 19968byte(20 分 0.5sec 4CH))をサ

ーバーに送信します 

38:Automatic sending SMxxxR.TMP file(y/n); n 38:SMxxxR.TMP ファイルの自動送信(y/n); n 

KOBANZAME は、自身が測定した処理結果Ｒファイル(R ファイル smxxxr.tmp 512byte)をサーバーに送信します 

39:Automatic sending SMxxxM.TMP file(y/n); n 39:SMxxxM.TMP ファイルの自動送信(y/n); n 

KOBANZAME は、自身が測定したマスターファイル(M ファイル whxxxm.tmp 5632byte(20 分 0.5sec 1CH))をサーバーに送信

します 

41:Number of result line in log; 1   41: ログ内の結果行の数; 1 

ログに処理結果を何測定分表示するかを指定します。1 の場合は下記のようになります 

2/12 12:50 0.11 2.9 0.07 3.5 ----- 11.40 0.00 ----- 0.0 6  

No.003Ms[6](13:10 20/20 R=1.20m), 13:12:27[13:32]AT 4bar,56dB,3.6v,26s,512byte,0,0,0 

1 行目は、WAVE HUNTER の処理結果(16 項目以内/64 項目を選択)を表示しています。左から順に 

日時,最高波高,最高波周期,有義波高,有義波周期,平均波向,水深,流速,流向,水温,測定番号 

2 行目は機械番号,装置状態,［測定番号］(測定開始時刻,測定時間/測定間隔,Ｒ),送信完了時刻［次の送信時刻］定時送信(大

文字は UM-04 パワーオフモード),アンテナ本数,受信強度,電源電圧,送信バイト数,TCP エラー蓄積数,ハンター通信エラー蓄積

数,UM-04 接続リトライ蓄積回数 

42:No heading item name(y/n); y   42:見出し項目名なし(y/n); y 

ログファイルの処理結果に、項目見出しを付けます。 

43:Format of result line in log; 8,9,12,13,25,21,32,34,35,6,0,0,0,0,0,043: ログの結果行の形式,9,12,13,25,21,32,34,35,6,0,0,0,0,0,0 

ログの処理結果のフォーマットを 64 項目の中から、16 項目選んで決めます。下記は、超音波波高に変更した指定です 

43:Format of result line in log; 48,49,52,53,25,61,32,34,35,6,0,0,0,0,0,0 
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44:Set measurement number for data collection;Start=0 End=0 44:データ収集の測定番号を設定;開始=0 終了=0 

自動送信で、データファイルを回収できなかった場合に、後の自動送信時に、過去の測定の M ファイル、R ファイルを回収しま

す。 Start=回収開始測定番号、End=回収終了測定番号を指定します。ファイルは 36～39 項で指定されたファイルです。自動

送信では、ここで指定されているファイルを先に送信してから、予定のファイルを最後に送信します。 

45:No logging(y/n); n    45:ログなし(y/n); n 

ログファイルを作成しない場合に[y]にします。 

46:Limit communication time; 50(sec.)  46:通信時間を制限する; 50(sec.) 

1 回の自動送信のタイムアウト時間です。通信量に応じて長くする必要があります。M ファイル(20/20)を 3 測定分以上、送信

する場合は、長くする必要があります 

51:Log file overwrite(y/n); n   51:ログファイルの上書き(y/n); n 

ログを上書きした場合は、ログファイルには、常に 1 自動送信分のログが残ります。 

52:Data file overwrite(y/n); n   52:データファイルの上書き(y/n); n 

whxxxm.tmp,whxxxr.tmp,smxxxm.tmp,smxxxr.tmp は毎回上書きされ、蓄積されません。常に 1 測定分のデータが残ります 

53:KOBANZAME power off mode(y/n); y  53:KOBANZAME パワーオフモード(y/n); y 

UM04-KO=パワーオフモード=接続のたびに、UM04 の電源を ON/OFF して通信します。 

54:Setting the communication speed; 38400(baud) 54:通信速度の設定; 38400(ボー) 

WAVE HUNTER のボーレートを変更する場合は、01 項と合わせて使用します 

 

８－１．表をＥｘｃｅｌのセルに読み込むには 

１．表を、Ｅｘｃｅｌのセルに入れるには、カレントフォルダの、ファイル“ＷＨ２２Ｇ．ＴＸＴ”、“ＷＨ２３Ｇ．ＴＸＴ”、”ＷＨ２４Ｇ．ＴＸＴ”

を利用します。“ＷＨ２２Ｇ．ＴＸＴ”は、生データ表、“ＷＨ２３Ｇ．ＴＸＴ”には処理結果表 、”ＷＨ２４Ｇ．ＴＸＴ”にはスペクトルグ

ラフの値が、そのまま入っていいます。これをＥｘｃｅｌのセルに読み込みます。 

２．Ｅｘｃｅｌのメニュー［ファイル－開く］で、“ＷＨ２２Ｇ．ＴＸＴ”を選んで開きます。［テキストファイルウイザード］で、［データ形式］

－［カンマやタブなどの区切り．．．．］または、［スペースによって右または左．．．．］を選び、［次へ］をクリックします。 

３．区切りが、最適になるように調整して、［次へ］をクリックし、［完了］で値をセルに読み込むます。不用な列を削除して、フォ

ーマットを整えます。 

 

８－２．Ｅｘｃｅｌで表の貼り付け 

１．通常のＷｉｎｄｏｗｓの“コピー”、“貼り付け”と同じです。表のコピーしたい部分を、マウスでドラッグして選択します。メニュー

［編集－コピー］で、コピーします。 

２．Ｅｘｃｅｌの貼り付けたい場所に、カーソルを合せて、Ｅｘｃｅｌのメニュー［編集－形式を選択して貼り付け］の、［貼り付ける形

式］－テキストを選んで貼り付けます。この場合は、単にテキストとして、貼り付けられます。 

 

８－３．Ｅｘｃｅｌでグラフの貼り付け 

１．コピーしたいグラフのウィンドウを、クリックして選択します。メニュー［編集－コピー］で、コピーします。 

２． Ｅｘｃｅｌの貼り付けたい場所に、カーソルを合せて、 Ｅｘｃｅｌのメニュー［編集－形式を選択して貼り付け］の、［貼り付ける

形式］－ビットマップを選んで貼り付けます。 

 

８－４．Ｗｏｒｄで 表の貼り付け 

１．通常のＷｉｎｄｏｗｓの“コピー”、“貼り付け”と同じです。表のコピーしたい部分を、マウスでドラッグして選択します。メニュー

［編集－コピー］で、コピーします。 

２．Ｗｏｒｄの文章の、貼り付けたい場所に、カーソルを合せて、Ｗｏｒｄのメニュー［編集－形式を選択して貼り付け］の、［貼り付

ける形式］－テキストを選んで貼り付けます。 

 

８－５．Ｗｏｒｄでグラフの貼り付け 

１．コピーしたいグラフのウィンドウを、クリックして選択します。メニュー［編集－コピー］で、コピーします。 

２．Ｗｏｒｄの文章の、貼り付けたい場所に、カーソルを合せて、Ｗｏｒｄのメニュー［編集－形式を選択して貼り付け］の、［貼り付

ける形式］－ビットマップ（ＤＩＢ）を選んで貼り付けます。 
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９－１．測定タイムチャート 

測定時間、測定間隔、測定番号など、言葉の定義は、下図を参考にしてください。 

オンライン制御時のタイムチャート  2:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); n 

 

 

オフライン制御時のタイムチャート  2:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); ｙ 

 

 

 


